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きらりとひかる田園都市みさと

令和３年度の主な事業
最重点
重点施策

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度
予
算
を
審
査

予
算
を
審
査

　

３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
の
三
郷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る�

予
算
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
６
億
円�

（
１
・
２
％
）の
増
額
と
な
る
５
１
７
億
円
で
、予
算
規
模
と
し
て
過
去
最
高
と
な
り
、

14
年
連
続
で
前
年
度
予
算
を
上
回
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

歳入区分 説　　　明
市 税 市民税、固定資産税など
国 庫 支 出 金 特定の事業に対して国から交付されるお金
市 債 市が長期にわたって借りるお金
県 支 出 金 特定の事業に対して県から交付されるお金
地方消費税交付金 県の地方消費税収入の中から交付されるお金
繰 入 金 基金から繰り入れるお金
諸 収 入 学校給食納付金、雑入など
地 方 交 付 税 財政状況に応じて国から交付されるお金
繰 越 金 前年度一般会計から繰り越されるお金
そ の 他 分担金及び負担金、使用料及び手数料など

市税市税
212億2,136万円212億2,136万円
41.0％41.0％

国庫支出金国庫支出金
116億6,094万円116億6,094万円
22.6％22.6％

市債市債
41億3,240万円41億3,240万円
8.0％8.0％

県支出金県支出金
38億8,610万円38億8,610万円
7.5％7.5％

地方消費税交付金地方消費税交付金
29億1,000万円29億1,000万円
5.6％5.6％

繰入金繰入金
21億2,000万円21億2,000万円
4.1％4.1％

諸収入諸収入
18億6,245万円18億6,245万円
3.6％3.6％

繰越金繰越金
11億円　2.1％11億円　2.1％
地方交付税地方交付税
11億1,000万円　2.1％11億1,000万円　2.1％

その他その他
16億9,675万円　3.4％16億9,675万円　3.4％

歳　入歳　入
517億円

○新たな日常の構築
～地域の安心安全とデジタル化の推進～

○多様性のある地域の確立
～地域コミュニティの充実～

○質の高い教育と切れ目のない
　子育て支援の強化
～子どもたちの成長を見守る・夢を育む～

○持続可能な拠点の形成
～まちづくりは道づくり～

◦感染症に対する予防と対策の推進
◦ICTの活用による新たな市民サービスの展開
◦デジタル社会に向けた業務改善の推進

◦ホストタウン推進事業
◦市制施行50周年記念推進事業
◦みさと団地エリア多世代交流複合施設整備事業
◦地域資源を活かした観光・スポーツ構築事業
◦地域で支え合ういきいき生活事業
◦日本一の読書のまち推進事業

◦妊娠期から子育て期にわたるサポート事業
◦安心して子どもを預けられる環境の整備
◦教育環境の充実整備事業
◦�グローバル社会と情報社会に適応できる人材の
育成事業

◦災害に強いライフライン・インフラの整備事業
◦市内の拠点及び公共施設等整備推進事業
◦（仮称）三郷流山橋の早期整備及びスマートIC整備事業
◦市内交通ネットワーク検討と都市計画道路整備事業
◦地域の防災・災害対応力醸成事業
◦脱炭素社会形成に向けた環境配慮行動推進事業

4つの柱
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令和３年度　予算を審査　施政方針

　５つの特別会計予算は、各常任委員会で審査し、本会議
において可決しました。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り、社会全体において、感染防止と社会経済
活動の両立が求められる中、本市では、市民
の安全を守り、地域経済の回復を図るため、
議員各位のご理解を賜りながら、多くの独自
施策を実施してまいりました。
　また、ワクチン接種につきましても、国の
示すスケジュールに合わせて実施できるよ
う、現在、三郷市医師会をはじめ、関係機関
と連携を図りながら準備を進めているところ
でございます。
　令和３年度につきましても、引き続き、新
型コロナウイルス感染症対策を推進するとと
もに、第５次三郷市総合計画がスタートする
年であることから、前期基本計画の重点テー
マ「ふるさと三郷　みんながほほえむまちづ
くり」の実現に向け、最重点・重点施策事業
に「新たな日常の構築」「持続可能な拠点の
形成」「多様性のある地域の確立」「質の高い
教育と切れ目のない子育て支援の強化」の４
つの項目を定めました。
　今後におきましても、常にスピード感を持
ち、市民感覚と経営感覚を大切にしながら、
第５次三郷市総合計画の各施策を着実に実施
し、「ふるさと三郷　みんながほほえむまち
づくり」を推進してまいります。

※�３月定例会初日に市長から施政方針の表明
がありました。

木津雅晟 市長

ふるさと三郷　
みんながほほえむまちづくり

第５次三郷市総合計画がスタート

特別会計予算  令和３年度

【特別会計別予算一覧表】
区分別 予算額

国民健康保険 歳入歳出 138億3,062万円

介護保険 歳入歳出 100億4,000万円

後期高齢者医療 歳入歳出 16億5,937万円

上水道事業※
収入 29億6,744万円

支出 38億4,045万円

公共下水道事業※
収入 54億6,993万円

支出 64億1,031万円
※�上下水道事業は収益的収支（維持管理など）と資本
的収支（建設改良など）の合計額です。

歳出区分 説　　　明
民生費 高齢者、児童、障がい者などの福祉事業費など

総務費 防災や防犯、マイナンバーカード交付、市税の課税
徴収など

土木費 道路や河川、公園整備など
公債費 市債の返済金
衛生費 ゴミの収集や予防接種など
教育費 学校教育費、「日本一の読書のまち」推進事業など
消防費 消火・救急活動など
その他 議会費、商工費、農林水産業費など

歳　出歳　出
517億円

民生費民生費
253億2,923万円253億2,923万円
49.0%49.0%

総務費総務費
66億5,591万円66億5,591万円
12.9％12.9％

土木費土木費
51億5,786万円　10.0％51億5,786万円　10.0％

公債費公債費
44億9,191万円44億9,191万円
8.7％8.7％

衛生費衛生費
37億4,772万円37億4,772万円
7.2％7.2％

消防費消防費
16億5,371万円16億5,371万円
3.2％3.2％

その他その他
9億7,609万円　1.9％9億7,609万円　1.9％

教育費教育費
36億8,757万円36億8,757万円
7.1%7.1%

令和３年度 施政方針
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きらりとひかる田園都市みさと

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
給
付
事
業
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
度
は
、
感
染
防
止
対
策
と

し
て
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
配
布

し
た
。
今
後
も
利
用
者
な
ど
の
意

向
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

　

支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強
化

事
業
に
つ
い
て
、
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る

見
守
り
が
必
要
な
世
帯
を
対
象
に
、

訪
問
支
援
員
２
人
体
制
で
家
庭
訪

問
を
行
っ
て
い
る
。
訪
問
時
間
は
30

分
程
度
で
、
保
護
者
と
子
ど
も
そ
れ

ぞ
れ
に
対
応
し
た
相
談
支
援
や
通

院
等
の
同
行
支
援
、
子
ど
も
へ
の
遊

び
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
２
月
末
現

在
、
１
２
７
町
会
中
93
町
会
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。
町
会
に

よ
っ
て
は
高
齢
者
が
多
く
、
な
か

な
か
策
定
が
進
ま
な
い
と
の
相
談

を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。今
後
は
、

複
数
の
町
会
に
よ
る
連
合
な
ど
広

域
化
し
て
対
応
す
る
方
法
を
考
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、
成
年

後
見
人
制
度
推
進
事
業
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
事
業
、
救

急
活
動
事
業
や
、
選
挙
事
務
に
お

け
る
投
票
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
元
気
塾
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
受
講
者
が
モ
ニ

タ
ー
を
通
じ
て
お
互
い
の
動
き
を

確
認
し
な
が
ら
指
示
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
予
定
で
あ
る
。
参
加
対
象
者
数
は

１
回
あ
た
り
５
人
か
ら
10
人
く
ら

い
と
し
、
そ
れ
を
10
回
か
ら
15
回
の

開
催
と
す
る
こ
と
で
延
べ
１
５
０

人
く
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
。

　

市
税
収
入
の
減
に
対
し
て
、
国

か
ら
補
て
ん
さ
れ
る
も
の
と
し
て

は
、
地
方
交
付
税
及
び
臨
時
財
政

対
策
債
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
固
定

資
産
税
等
の
減
額
措
置
に
対
し

て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
地
方
税
減
収
補
て
ん
特

別
交
付
金
」が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

　

市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
で

は
、
令
和
４
年
５
月
に
記
念
式
典

を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、

30
周
年
及
び
40
周
年
の
と
き
に
埋

め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
持
ち
主

に
返
送
す
る
な
ど
、
準
備
を
進
め

る
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　

業
務
改
革
等
推
進
業
務
で
は
、

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
証
拠
に
基
づ
い
た
政

策
立
案
を
行
う
シ
ス
テ
ム
）
を
導

入
す
る
。
令
和
３
年
度
は
全
国
共

通
デ
ー
タ
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
機
器

を
導
入
し
、
今
後
、
三
郷
市
の
あ

ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
市
独

自
の
課
題
に
つ
い
て
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
政
策
立
案
を
目
指
す
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご

�

《
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
》

オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ル
バ
ー
元
気
塾
を
開
催

�

《
総
務
常
任
委
員
会
》

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
に

向
け
準
備
を
開
始

（
一
般
会
計
）

常
任
委
員
会
の
審
査
概
要

　
議
案
を
く
わ
し
く
審
査
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
、
各
常
任
委
員
会

で
の
令
和
３
年
度
予
算
に
関
す
る
質
疑
・
討
論
の
要
旨
を
お
知
ら
せ 

し
ま
す
。

陸上競技場で開催された陸上競技場で開催された
シルバー元気塾シルバー元気塾

40周年記念式典（平成24年）40周年記念式典（平成24年）

開封の時を待つタイムカプセル開封の時を待つタイムカプセル

こいのぼりの川流し（におどり公園）こいのぼりの川流し（におどり公園）
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つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新

た
な
学
び
の
た
め
、
多
く
の
市
民

が
郷
土
資
料
館
の
展
示
物
を
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
、
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

く
。　

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
運

営
事
業
に
つ
い
て
、
小
学
校
の
卒

業
生
ほ
ぼ
全
員
が
同
じ
中
学
校
に

進
学
す
る
こ
と
及
び
、
大
規
模
校

の
中
学
校
区
を
総
合
的
に
考
慮

し
、
北
中
学
校
、
彦
成
小
学
校
２

校
に
つ
い
て
、
試
行
的
に
実
施
す

る
。

　

ご
み
減
量
啓
発
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
度
は
「
市
民
と
一

緒
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
マ
ー
ト

活
動
」
な
ど
、
啓
発
事
業
と
合
わ

せ
て
活
動
が
で
き
る
状
況
に
な
れ

ば
企
画
を
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
と
も
な
う
再

度
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
厳
し
い
中
小
業
者
を
守
る
直

接
支
援
金
や
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
な
ど
市
独
自
の
支
援
策
が
見

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
反
対
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」
推

進
事
業
に
つ
い
て
、
ふ
れ
あ
い

ブ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、

各
サ
ポ
ー
タ
ー
が
住
む
地
域
に
あ

る
ふ
れ
あ
い
文
庫
の
館
長
に
な
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
本
を
と
お
し

て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

活
発
に
し
て
い
き
た
い
。

　

郷
土
資
料
館
運
営
管
理
事
業
に

　

排
水
ポ
ン
プ
場
中
央
監
視
設
備

設
置
事
業
で
は
、
監
視
設
備
を
栄

一
丁
目
地
区
と
イ
ン
タ
ー
南
部
南

調
整
池
に
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
道
路
河
川
課
の
事
務
室
内
の

パ
ソ
コ
ン
で
常
時
監
視
す
る
こ
と

が
で
き
、
ポ
ン
プ
場
の
稼
働
状
況

や
故
障
な
ど
の
不
具
合
が
確
認
で

き
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
確
保
事

業
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
国
の

緊
急
対
策
の
枠
組
み
に
合
わ
せ
、

通
学
路
と
緊
急
輸
送
道
路
を
２
か

年
か
け
て
重
点
的
に
対
策
を
行
っ

て
き
た
。
令
和
３
年
度
以
降
は
、

国
の
補
助
事
業
が
令
和
７
年
度
ま

で
５
年
延
長
と
な
り
、
市
と
し
て

新
た
に
公
衆
用
道
路
も
対
象
に
加

え
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
保
を
進

め
て
い
く
。

　

地
域
拠
点
基
盤
整
備
（
フ
ル
イ

ン
タ
ー
化
）
事
業
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
検
討
業
務
で
は
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
勉
強

会
と
報
告
会
を
３
回
程
度
予
定
し

常任委員会の審査概要（一般会計）

て
い
る
。
対
象
者
は
、
県
道
三
郷

松
伏
線
と
大
場
川
に
囲
ま
れ
た
市

街
化
調
整
区
域
の
小
谷
堀
、後
谷
、

前
間
の
地
権
者
の
か
た
と
な
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
道
水
路
用
地

取
得
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た
道

水
路
は
新
基
準
に
適
合
し
た
幅
員

と
す
る
た
め
の
予
算
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
反
対
」
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

�

《
文
教
経
済
常
任
委
員
会
》

本
を
と
お
し
て
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
発
に

�

《
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

新
た
に
公
衆
用
道
路
も
対
象
と
し
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
確
保

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、各
常
任
委
員
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
可
決
と
の
審
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
続
い
て
討
論・採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。市役所でポンプ場の稼働状況を確認市役所でポンプ場の稼働状況を確認

ふれあいブックワゴンおひろめ式ふれあいブックワゴンおひろめ式
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きらりとひかる田園都市みさと論点

〈
内
容
〉

　

第
８
期
三
郷
市
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
保
険
料
率
を
改
定

し
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

の
保
険
料
は
、
現
行
の
11
段
階
を

継
続
し
、
そ
れ
ぞ
れ
各
号
に
定
め

る
額
と
す
る
も
の
で
す
。

▽�

本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

基
準
額
を
月
額
に
換
算
す
る

と
三
郷
市
は
５
７
８
０
円
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
近
隣
自
治
体
の
状

況
は
。

答　

令
和
３
年
１
月
22
日
時
点
で

月
額
は
、
草
加
市
５
４
０
０
円
、

越
谷
市
５
３
８
０
円
、八
潮
市
４

９
０
０
円
、吉
川
市
４
８
４
４
円
、

松
伏
町
４
７
４
０
円
で
あ
る
。

問　

改
正
に
伴
う
影
響
額
は
。

答　

令
和
３
年
２
月
１
日
時
点
で

の
試
算
で
、
約
３
億
７
６
０
０
万

円（
16
・
６
％
）の
収
入
増
で
あ
る
。

問　

自
治
体
の
裁
量
で
保
険
料
の

引
き
上
げ
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

３月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、どのように審議されたか、その要旨をお知らせします。３月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、どのように審議されたか、その要旨をお知らせします。

議
案
第
13
号　
三
郷
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問問問

論点論点

答答

　３月定例会には、市長から24議　３月定例会には、市長から24議
案が提出され、原案どおり可決し案が提出され、原案どおり可決し
ました。ました。

３月定例会

３/1〜19

介護保険料を改定介護保険料を改定
みんなで  ささえあい  ともに  健康でくらせるまちみんなで  ささえあい  ともに  健康でくらせるまち

答　

一
般
会
計
の
繰
り
入
れ
に
よ

る
保
険
料
の
調
整
は
、
介
護
保
険

の
制
度
上
、
負
担
率
が
決
ま
っ
て

お
り
一
般
的
に
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会
の
審

査
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。続
い

て
採
決
の
結
果
、議
案
第
13
号
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

40〜64歳の40〜64歳の
方の保険料方の保険料
27％27％

国・県・市の国・県・市の
負担負担
50％50％

市で必要な介護サービス量の総費用市で必要な介護サービス量の総費用 　介護保険料は、市の介護サービス　介護保険料は、市の介護サービス
費用がまかなえるように算出された費用がまかなえるように算出された
「基準額」をもとに決まります。「基準額」をもとに決まります。

65歳以上65歳以上
の方のの方の
保険料保険料
23％23％

市に住む市に住む
65歳以上の方65歳以上の方
の人数の人数

基準額基準額
69,300円69,300円
（年額）（年額）

介護保険料の決まり方

÷ ＝

所得段階 対象となる方 調整率 保険料（年額）

第１段階
・生活保護受給者の方
・老齢福祉年金の受給者で世帯全員が住民税非課税の方
・住民税非課税世帯で課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下の方

基準額× 0.30 20,700

第２段階
住民税非課税世帯で課税年金収入額と合計所得金額の合計が

80万円超120万円以下の方 基準額× 0.45 31,100
第３段階 120万円超の方 基準額× 0.70� 48,500
第４段階 本人は住民税非課税で世帯内に住民税課税者がいる方で、

本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円以下の方 基準額× 0.90 62,300�

第５段階 80万円超の方 基準額　 69,300
第６段階

本人が住民税課税で合計所得金額が

120万円未満の方 基準額× 1.20 83,100�
第７段階 120万円以上200万円未満の方 基準額× 1.30 90,000�
第８段階 200万円以上300万円未満の方 基準額× 1.50 103,900�
第９段階 300万円以上400万円未満の方 基準額× 1.65 114,300�
第10段階 400万円以上600万円未満の方 基準額× 1.75 121,200�
第11段階 600万円以上の方 基準額× 1.90 131,600�

【表】改正後の介護保険料

答
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一般質問

議
員　

昨
年
12
月
、文
科
省
よ
り
公
立

小
学
校
の
学
級
編
制
に
つ
い
て
、令
和

３
年
度
か
ら
５
年
か
け
て
１
学
級
35
人

以
下
に
引
き
下
げ
る
と
発
表
さ
れ
た
。

本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
予
定
し
て
い
る

の
か
。ま
た
、少
人
数
学
級
編
制
に
よ
る

効
果
と
課
題
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
で
は
、令
和
３

年
度
よ
り
小
学
1
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
の
学
級
に
お
い
て
、35
人
以
下
の
少

人
数
学
級
編
制
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。対
象
校
は
、早
稲
田
・
八
木
郷
・
彦

成
・
新
和
・
幸
房
・
高
州
東
の
６
小
学
校

で
あ
る
。効
果
と
し
て
、き
め
細
や
か
な

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、４日間にわたり14人の議員が活発な
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する
一般質問

質 問 議 員
佐藤　裕之　　佐々木　修　　野村　浩之　　佐藤　睦郎
工藤智加子　　柳瀬　勝彦　　鳴海　和美　　深川　智加
稲葉　春男　　渡邉　雅人　　柴田　吾一　　鈴木深太郎
加藤　英泉　　佐藤　智仁

新
年
度
よ
り

新
年
度
よ
り

小
学
校

小
学
校
3535
人
学
級
ス
タ
ー
ト

人
学
級
ス
タ
ー
ト

議
員

学
校
教
育
部
長

指
導
が
可
能
と
な
り
、基
本
的
な
生
活

習
慣
、学
習
習
慣
の
定
着
が
期
待
で
き

る
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、密

を
回
避
し
感
染
防
止
に
つ
な
が
り
保
護

者
の
不
安
も
解
消
さ
れ
る
と
考
え
る
。

課
題
と
し
て
、学
級
数
増
加
に
伴
う
人

員
増
は
加
配
教
員
に
よ
り
対
応
す
る
た

め
、他
学
年
で
行
っ
て
い
る
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
、習
熟
度
学
習
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
工
夫
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。ま
た
、必
要
な
教
室
数
を

把
握
し
、不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
し

て
、年
々
関
心
を
持
ち
寄
付
す
る
人
が

増
え
て
い
る
。そ
れ
に
伴
い
今
年
度
の

寄
付
金
控
除
額
も
増
え
、市
民
税
収
入

が
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

①
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
・
環
境
・
動
物

愛
護
・
子
育
て
施
策
や
観
光
資
源
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
る
取
り
組
み
を
応
援

す
る
た
め
の「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」を
行
い
、資
金
調
達
し
て
は
ど
う

か
。②
企
業
が
自
治
体
へ
の
寄
付
を
通

じ
て
地
方
創
生
な
ど
の
取
り
組
み
を
応

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、税
制
上
の
優
遇

を
受
け
ら
れ
る「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
」制
度
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

①
今
年
度
は
寄
付
金
控
除
額
の

増
に
よ
り
、２
億
円
近
い
市
民
税
の
減

収
を
見
込
ん
で
い
る
。人
口
増
加
や
高

齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、財

源
調
達
に
つ
い
て
も
工
夫
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、市
内
外
の
多
く
の
人

に
三
郷
市
の
事
業
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
よ
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

企
画
総
務
部
長　

②
自
治
体
に
と
っ
て

は
、返
礼
コ
ス
ト
が
不
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
財
源
調
達
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

第
２
期
三
郷
市
版
総
合
戦
略
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
事
業
が
対
象
と
な
る
た
め
、

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
制
度
の

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

環
境
問
題
な
ど
。

市
長

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
活
用
し
た

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
活
用
し
た

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

議
員

企
画
総
務
部
長

小学校の教室小学校の教室

ふるさと納税の案内パンフレットふるさと納税の案内パンフレット

そ
の
他
の
質
問

7
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きらりとひかる田園都市みさと

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。各
地
区
の
開

発
事
業
で
進
出
の
あ
っ
た
事
業
所
を
対

象
に
、令
和
２
年
度
実
施
し
た「
雇
用
状

況
調
査
」に
お
い
て
は
、推
計
値
で
１
万

２
７
９
８
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
て
い

る
。現
在
、土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る「
三
郷
北
部
地
区
」に
つ
い

て
も
、新
た
な
雇
用
の
創
出
が
期
待
さ
れ

る
。今
後
も
、常
磐
自
動
車
道
三
郷
料
金

所
ス
マ
ー
ト
Ｉ

イ
ン
タ
ー

Ｃチ
ェ
ン
ジの

フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

の
整
備
な
ど
に
よ
り
、さ
ら
に
交
通
利
便

性
が
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、最
適
な
土
地

利
用
の
誘
導
方
策
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、企
業
立
地
や
産
業
の
活
性
化
に
資
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

結
婚
を
希
望
し
な
が
ら
、経
済
的

な
理
由
で
結
婚
に
進
め
な
い
若
者
が
増

え
て
い
る
。三
郷
で
新
た
な
人
生
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
新
婚
世
帯
を
経
済
的
に

支
援
す
る
こ
と
は
、当
事
者
の
負
担
を
軽

く
す
る
だ
け
で
な
く
、近
い
将
来
の
人
口

減
少
時
代
へ
の
備
え
と
な
り
、シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。そ
こ

で
、国
の
結
婚
新
生
活
支
援
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、新
婚
世
帯
に
対
し
、住
宅
取

得
ま
た
は
賃
貸
費
用
・
引
越
費
用
を
補
助

議
員　

市
で
は
こ
れ
ま
で
三
郷
中
央
地

区
や
三
郷
イ
ン
タ
ー
Ａ
地
区
、新
三
郷
ら

ら
シ
テ
ィ
な
ど
、市
民
の
生
活
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

き
た
。企
業
立
地
の
今
ま
で
の
実
績
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

本
市
の
特
性

で
あ
る
交
通
利
便
性
を
最
大
限
活
か
し
、

鉄
道
駅
周
辺
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
の
拠
点
地
区
な
ど
に
お
い
て
、土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
の
大
規
模
開
発
事
業

が
実
施
さ
れ
て
き
た
。ま
た
、幹
線
道
路

の
沿
道
な
ど
、非
常
に
利
便
性
の
高
い
地

区
を「
産
業
立
地
ゾ
ー
ン
」と
位
置
づ
け
、

商
業
・
業
務
系
の
機
能
集
積
や
工
業
・
流

通
系
の
土
地
利
用
を
誘
導
し
、企
業
か
ら

「
進
出
し
た
い
」と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ま

企
業
立
地
の

企
業
立
地
の取り

組
み
に
つ
い
て

取
り
組
み
に
つ
い
て

議
員

す
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

国
の
補
助
事
業
で
あ
る「
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
」は
、新
居
の
家
賃
や
引

越
費
用
な
ど
を
支
援
す
る
地
方
自
治
体

に
対
し
て
国
が
補
助
を
行
う
こ
と
で
、地

域
に
お
け
る
少
子
化
対
策
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。令

和
３
年
度
か
ら
は
、制
度
の
拡
充
に
よ

り
、補
助
上
限
額
が
倍
増
さ
れ
る
と
と
も

に
、年
齢
制
限
や
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ

る
。現
在
、本
市
の
人
口
は
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、将
来
的
に
は
減
少
に
転
じ
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。長
期
的
な
視
点
で
の

定
住
化
対
策
、子
育
て
支
援
及
び
少
子
化

対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で

あ
る
。今
後
は
、現
在
実
施
し
て
い
る
施

策
を
含
め
、ど
の
よ
う
な
施
策
が
有
効
で

あ
る
か
、国
や
県
の
動
向
、地
域
課
題
な

ど
を
十
分
に
勘
案
し
、調
査
研
究
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問　

子
育
て
支
援
。

議
員　

埼
玉
県
は
、「
高
齢
者
施
設
の
職

員
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
に
つ

い
て
」を
通
知
し
、入
所
施
設
を
対
象
に

検
査
を
始
め
た
。し
か
し
、入
所
施
設
の

ク
ラ
ス
タ
ー
は
防
げ
て
も
、高
齢
者
の
感

染
リ
ス
ク
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
居

宅
介
護
事
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

松
伏
町
で
は
、県
の
検
査
の
対
象
に
な
ら

な
い
介
護
事
業
所
や
障
が
い
者
施
設
従

事
者
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す

る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況

は
、感
染
者
が
下
げ
止
ま
っ
て
お
り
、一

部
に
リ
バ
ウ
ン
ド
兆
候
も
見
ら
れ
、と
り

わ
け
変
異
株
の
広
が
り
が
認
め
ら
れ
る

な
か
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。市
の
見
解
は
。

市
長　

通
所
事
業
所
な
ど
の
介
護
従
事

者
に
対
し
て
広
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う

有
効
性
は
承
知
し
て
お
り
、本
市
で
は
、

市
所
管
の
介
護
事
業
を
対
象
に
勤
務
す

る
職
員
が
職
場
復
帰
に
際
し
行
う
自
費

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
、費
用
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
、介
護
従
事
者

へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
に
つ
い
て
は
、感

染
状
況
や
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、検

討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

子
育
て
支
援
な
ど
。

市
長

そ
の
他
の
質
問

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

新
婚
世
帯
に
対
す
る
支
援
を

新
婚
世
帯
に
対
す
る
支
援
を

介
護
従
事
者
へ
の

介
護
従
事
者
へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

市
長
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等
の
跡
地
に
み
さ
と
団
地
エ
リ
ア
多
世

代
交
流
複
合
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。平
和
の
思
い
を
後
世
に
残
し
て

い
こ
う
と
設
置
さ
れ
た
非
核
平
和
宣
言

塔
を
再
び
設
置
す
べ
き
だ
が
考
え
は
。

市
長　

①
政
府
は
、核
兵
器
の
な
い
世
界

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、核
保
有
国
と
と

も
に
核
軍
縮
を
進
め
る
べ
き
と
し
、立
場

の
異
な
る
国
々
の
橋
渡
し
に
努
め
る
と

し
て
い
る
。引
き
続
き
、外
交
、防
衛
及
び

安
全
保
障
に
係
る
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

企
画
総
務
部
長　

②
パ
ネ
ル
展
で
は
来

場
者
か
ら
も
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

開
催
場
所
や
開
催
回
数
の
拡
充
に
つ
い

て
工
夫
・
検
討
を
進
め
る
。③
市
役
所
本

庁
舎
等
で
は
、既
存
の
宣
言
塔
と
併
用
す

る
か
た
ち
で
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に

よ
る
表
示
を
行
っ
て
お
り
、建
設
予
定
地

で
も
同
様
の
方
法
に
よ
り
広
く
宣
言
の

趣
旨
を
啓
発
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

子
育
て
支
援
な
ど
。

一般質問

議
員　

障
が
い
児
や
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、他
の
子
ど
も

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
学
校
へ
行
き
、勉
強

を
し
、友
達
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い

は
一
緒
で
あ
る
。一
般
家
庭
と
同
じ
よ
う

に
、子
ど
も
は
学
校
に
行
き
、親
は
望
め
ば

働
け
る
。こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
、医

療
的
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で

難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。国
に
よ
る
看
護

師
配
置
の
許
可
が
出
て
か
ら
、か
な
り
年

数
が
経
つ
。自
治
体
と
し
て
も
看
護
師
の

確
保
や
予
算
、何
か
あ
っ
た
時
の
責
任
問

題
な
ど
課
題
は
多
い
と
思
う
が
、す
で
に

実
施
し
て
い
る
市
町
村
が
多
く
あ
る
。市

民
の
た
め
、少
し
で
も
問
題
解
決
に
向
け

て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

学
校
教
育
部
長　

法
改
正
に
よ
り
看
護

師
等
の
免
許
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て

も
、研
修
を
修
了
し
、県
知
事
に
認
定
さ

医
療
的
ケ
ア
児
の

医
療
的
ケ
ア
児
の

公
立
小
学
校
受
け
入
れ
に
向
け
て

公
立
小
学
校
受
け
入
れ
に
向
け
て

れ
た
場
合
は
、一
定
の
条
件
の
下
で
た
ん

の
吸
引
等
の
５
つ
の
医
療
行
為
に
限
り

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。し
か

し
、学
校
で
求
め
ら
れ
る
医
療
的
ケ
ア
に

は
、医
療
機
関
等
で
な
け
れ
ば
対
応
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。子
ど
も
の
生
命
と

健
康
を
守
る
視
点
か
ら
、医
療
機
関
等
と

の
連
携
や
人
員
配
置
を
含
め
た
体
制
整

備
が
必
要
で
あ
る
。今
後
、先
行
事
例
に

つ
い
て
十
分
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
。

議
員　

①
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
登
校

で
き
な
い
等
、は
じ
め
て
の
事
態
が
発
生

し
た
。子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
不

登
校
へ
の
影
響
と
対
策
は
。②「
教
育
機

会
確
保
法
」に
よ
り
、不
登
校
支
援
の
重

要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
適
応
指

導
教
室
で
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
へ
の

取
り
組
み
は
。③
児
童
生
徒
が
安
心
し
て

通
え
る
適
応
指
導
教
室
の
環
境
整
備
、民

間
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　

①
各
学
校
で
は
、教
職

員
を
中
心
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
、さ
わ
や
か
相
談
員
に
よ
る
相
談
支

援
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

よ
る
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
お
り
、組
織
全

体
で
き
め
細
や
か
な
対
応
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、い
わ
ゆ
る「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」に
よ
る
不
登
校
に
関
し
て
、臨
床
心

理
士
か
ら
専
門
的
な
立
場
で
教
職
員
へ

の
指
導
助
言
を
も
ら
っ
て
い
る
。②
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
て
、通
室
生
に
活
動
の
様
子

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
定
期
的
に
配
信
し
て

お
り
、今
後
も
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。③
令
和
３
年
度
は
、第
１

教
育
相
談
室
が
あ
る
八
木
郷
小
学
校
北

校
舎
の
屋
上
や
外
壁
、ト
イ
レ
等
の
改
修

設
計
を
予
定
し
て
い
る
。民
間
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、近
隣
市
町
の
例
を
参
考
に

調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

交
通
安
全
問
題
。

議
員　

１
月
22
日
、核
兵
器
禁
止
条
約
が

つ
い
に
発
効
し
た
。核
兵
器
を
文
字
通
り

違
法
化
す
る
も
の
で
あ
り
画
期
的
だ
。被

爆
者
を
先
頭
に
し
た
ね
ば
り
強
い
市
民

運
動
の
成
果
で
あ
り
、被
爆
者
ら
は
生
き

て
い
て
良
か
っ
た
と
喜
び
の
声
を
あ
げ

た
。①
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
に
つ
い

て
市
長
の
思
い
は
。②
平
和
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
る
機
会
を
増
や
す
べ
き
だ
が
、戦

争
・
原
爆
パ
ネ
ル
展
の
開
催
を
年
２
回
に

拡
大
で
き
な
い
か
。③
現
在
、北
公
民
館

不
登
校
対
策
と
適
応
指
導
教
室
の

不
登
校
対
策
と
適
応
指
導
教
室
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

環
境
整
備
に
つ
い
て

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
後
世
へ

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
後
世
へ

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

学
校
教
育
部
長

学
校
教
育
部
長

企
画
総
務
部
長

議
員

市
長

戦争・原爆パネル展戦争・原爆パネル展
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

国
土
交
通
省
が
国
土
強
靭
化
対

策
と
し
て
、江
戸
川
や
中
川
の
堤
防
補
強

対
策
工
事
を
行
い
、戸
ヶ
崎
地
区
の
中
川

堤
防
は
、が
ら
り
と
変
わ
り
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
土
手
が
整
備
さ
れ
た
。①「
新
中
川

橋
」の
す
ぐ
上
流
に
は
幼
稚
園
、橋
下
に

は「
ち
び
っ
こ
広
場
」が
あ
る
こ
と
か
ら
、

落
下
防
止
柵
の
設
置
な
ど
安
全
対
策
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。②
水
害
対
策
の
要
で

あ
る
大
場
川
の
上
流
に
調
節
池
が
必
要

で
は
な
い
か
。ま
た
下
流
の
護
岸
対
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
部
長　

①
堤
防
上
の
管
理
用
道
路

や
兼
用
道
路
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、転
落
防
止
柵
な
ど
の
設
置
を
国
へ

要
望
し
て
い
き
た
い
。②
大
場
川
上
流
に

お
け
る
調
節
池
の
整
備
は
、有
効
な
治
水

対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、現
在
、大
場

川
下
流
排
水
機
場
に
お
い
て
毎
秒
15
ト

ン
の
ポ
ン
プ
増
設
を
進
め
て
お
り
、流
域

全
体
に
お
い
て
さ
ら
な
る
治
水
安
全
度

の
向
上
が
図
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。下
流

に
つ
い
て
は
、小
合
溜
と
並
行
し
て
流
れ

て
い
る
鷹
野
五
丁
目
付
近
の
右
岸
側
は
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県
に
よ
り
、景

観
に
配
慮
し
た
護
岸
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。未
整
備
の
左
岸
側
は
、引
き
続
き
補

強
対
策
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問　

環
境
整
備
な
ど
。

議
員　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
地
域
交

流
の
拠
点
等
を
目
的
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
食
堂
は
、近
年
全
国
的
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。本
市
に
お
い
て

も
年
々
活
動
を
な
さ
っ
て
い
る
団
体
が

増
え
て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、埼
玉
県

が
事
務
局
で
あ
る「
こ
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
埼
玉
」等
が
示
し
て
い
る
目
標
と

比
べ
る
と
、必
要
十
分
な
数
に
は
至
っ
て

い
な
い
。そ
の
た
め
、市
内
の
子
ど
も
食

堂
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
、拡
充
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
子
ど
も
食
堂
と

中
川
土
手
の
安
全
対
策
を

中
川
土
手
の
安
全
対
策
を

議
員

議
員

建
設
部
長

そ
の
他
の
質
問

い
う
取
り
組
み
の
周
知
、基
金
の
創
設
等

に
よ
る
資
金
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
、空
き
家

等
を
活
用
し
た
活
動
場
所
の
マ
ッ
チ
ン

グ
等
を
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

子
ど
も
未
来
部
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
て
、「
未
就
園
児
家
庭

訪
問
事
業
」等
の
機
会
を
通
し
て
さ
ら
な

る
周
知
を
検
討
し
た
い
。資
金
や
物
資
提

供
な
ど
を
含
め
た
各
種
の
運
営
支
援
に

加
え
、基
金
創
設
に
つ
い
て
も
先
進
事
例

の
情
報
を
収
集
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

現
在
進
め
て

い
る
空
き
家
の
実
態
調
査
の
後
に
、マ
ッ

チ
ン
グ
の
仕
組
み
づ
く
り
等
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
る
が
、公
益
的
な
空
き
家
の

利
活
用
の
ひ
と
つ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

教
育
問
題
。

議
員　

①
人
口
増
加
が
著
し
い
三
郷
中

央
地
区
に
は
投
票
所
が
な
い
こ
と
か
ら
、

三
郷
中
央
駅
す
ぐ
そ
ば
に
期
日
前
投
票

所
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。さ
ら
に
、に

お
ど
り
プ
ラ
ザ
を
投
票
所
と
し
て
活
用

し
、市
役
所
を
共
通
投
票
所
と
す
る
こ
と

で
、同
地
区
並
び
に
駅
利
用
者
の
利
便
性

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。②
選

挙
公
報
を
1
ペ
ー
ジ
４
名
と
し
て
読
み

や
す
く
し
て
は
ど
う
か
。③
選
挙
の
際
は

交
通
弱
者
へ
の
移
動
支
援
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

①
投
票

所
の
増
設
に
つ
い
て
は
、有
権
者
数
、地

域
性
、事
務
従
事
者
の
人
員
確
保
な
ど
、

考
慮
す
べ
き
点
を
踏
ま
え
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
た
い
。②
候
補
者
数
に
よ
っ
て

は
ペ
ー
ジ
が
か
な
り
多
く
な
り
、経
費
、

印
刷
期
間
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。様
々
な
点
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。③
交
通
弱
者
の
か
た
に
対
し
て

は
、介
護
保
険
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内
や
、先
進
自
治
体
で
の
取
り
組
み

を
参
考
と
し
、効
果
的
な
施
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。今
後
も
投
票
環
境
の
向
上

や
、選
挙
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

災
害
対
策
に
つ
い
て

な
ど
。

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

投
票
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を

投
票
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を

子
ど
も
未
来
部
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

議
員

中川の護岸工事中川の護岸工事

明るい選挙啓発明るい選挙啓発
ポスター・習字展ポスター・習字展
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一般質問

議
員　

現
在
、医
療
従
事
者
等
の
接
種

が
、各
医
療
機
関
で
実
施
さ
れ
、次
に
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
者
施
設
の
入
所

者
及
び
従
事
者
に
対
す
る
接
種
が
開
始

さ
れ
る
。そ
の
後
、65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
市
内
の
医
療
機
関
及
び
集
団
接
種
会

場
に
て
接
種
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。し
か

し
、市
内
で
接
種
で
き
る
医
療
機
関
が
各

地
域
に
配
置
さ
れ
て
は
い
る
が
、平
日
、

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
は
ど
う
す
る

の
か
な
ど
様
々
な
疑
問
点
が
あ
る
。多
く

の
市
民
が
安
心
し
て
接
種
で
き
る
環
境

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。そ
こ

で
、円
滑
な
接
種
の
た
め
に
土
日・
祝
日

の
実
施
、集
団
接
種
会
場
の
増
設
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
実
施
に
つ
い
て
は
、接
種
に
伴
う

医
療
従
事
者
の
確
保
と
い
っ
た
課
題
は

あ
る
が
、現
在
、実
施
に
向
け
て
最
終
調

整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。集
団

接
種
会
場
は
勤
労
者
体
育
館
1
か
所
で

実
施
し
て
い
く
が
、さ
ら
な
る
増
設
に
つ

い
て
は
、ワ
ク
チ
ン
の
供
給
時
期
や
供
給

量
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら
今

後
の
対
応
と
な
る
。

そ
の
他
の
質
問　

少
子
化
対
策
問
題
。

議
員　

江
戸
川
区
の
区
長
が
コ
ロ
ナ
と

関
連
し
た
臨
時
予
算
52
億
円
に
関
し
て
、

「
区
内
の
業
者
に
行
き
渡
る
よ
う
発
注
す

る
」と
明
言
し
た
場
面
が
あ
っ
た
。足
立

区
に
お
い
て
も
区
内
の
業
者
が
優
先
さ

れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
の
今
、三
郷
市
に

お
い
て
も
市
内
業
者
を
優
先
し
、第
１
次

入
札
は
市
内
業
者
の
み
と
し
、応
札
の
な

い
、ま
た
、落
札
の
な
か
っ
た
案
件
に
つ

い
て
は
第
２
次
で
オ
ー
プ
ン
に
し
て
入

札
を
行
え
ば
よ
い
と
思
う
。こ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、市
内
に
仕
事
量
が
多
く
配

分
さ
れ
、結
果
的
に
自
主
財
源
増
を
掲
げ

て
い
る
三
郷
市
に
税
金
と
し
て
戻
っ
て

く
る
。そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
、市
内
業

者
を
育
て
る
こ
と
。特
に
、な
ぜ
か
減
少

議
員

【議会の詳細は「会議録」で】
　三郷市議会ホームページまたは、市役所内の市政
情報コーナー、図書館などで「会議録」を閲覧するこ
とができます。なお３月定例会の会議録は５月下旬
に更新する予定です。
▶会議録速報版を公開
…閉会から１か月を目安に、ホームページにてＰＤ
Ｆ形式で公開していますのでご覧ください。

URL　�https://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html

三郷市議会　会議録 検索

し
て
い
る
建
設
業
者
の
育
成
は
喫
緊
の

課
題
と
思
う
が
、考
え
は
。

財
務
部
長　

業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、市

内
事
業
者
の
育
成
に
配
慮
す
る
こ
と
を

三
郷
市
建
設
工
事
請
負
等
業
者
選
定
要

綱
に
定
め
、選
定
を
行
っ
て
い
る
。入
札

に
つ
い
て
も
、下
請
負
人
を
選
定
す
る
に

あ
た
っ
て
、市
内
事
業
者
の
活
用
に
努
め

る
よ
う
、入
札
参
加
事
業
者
に
対
し
て
文

書
を
配
布
し
て
い
る
。今
後
も
適
正
な
入

札
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、市
内
事
業
者

の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

交
通
問
題
な
ど
。

議
員　

三
郷
市
の
医
療
や
介
護
の
現
場

で
も
、院
内
感
染
や
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
防

止
の
た
め
懸
命
な
感
染
予
防
対
策
を
実

施
し
て
い
る
が
、こ
う
し
た
状
況
の
中
、

市
民
を
対
象
に
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。広
島
市

や
松
戸
市
で
は
、市
民
を
対
象
に
し
た
大

規
模
な
検
査
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、札
幌

市
で
は
全
て
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
支
援

施
設
と
療
養
型
の
医
療
施
設
で
働
く
従

事
者
・
利
用
者
を
対
象
に
月
１
度
の
無
料

検
査
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
中
で
、市

民
生
活
を
守
り
医
療
・
介
護
の
崩
壊
を
食

い
止
め
る
に
は
、自
治
体
の
果
た
す
役
割

が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長　

三
郷
市
Ｐ
Ｃ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
で
は
、現
在
、週
３
回
検
査
を

実
施
し
て
お
り
、１
日
あ
た
り
最
大
16
人

の
検
査
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。検
査
時

の
費
用
に
つ
い
て
は
、令
和
２
年
１
月
以

降
に
保
険
診
療
で
検
査
を
実
施
し
た
市

民
に
対
し
、１
人
１
回
、１
７
８
０
円
を

上
限
に
助
成
を
行
っ
て
い
る
。令
和
３
年

度
も
同
様
の
助
成
を
行
い
、感
染
者
の
早

期
発
見
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
に
努
め

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

環
境
問
題
な
ど
。

市
内
業
者
の
育
成
と

市
内
業
者
の
育
成
と

入
札
に
つ
い
て

入
札
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
、

土
日
・
祝
日
の
実
施
を

土
日
・
祝
日
の
実
施
を

財
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

議
員

市
長

ワクチンの集団接種訓練ワクチンの集団接種訓練

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
を

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
を

議
員

そ
の
他
の
質
問

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長
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きらりとひかる田園都市みさと

第１回臨時会及び３月定例会の審議結果と賛否をお知らせします

※このほか報告5件、選挙1件がありました。表決※印は欠席１名。

※議長は採決に加わっていません。

■第１回臨時会
号 件              名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派

議
　
案

1 専決処分の承認を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○
2 専決処分の承認を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○
3 令和２年度三郷市一般会計補正予算（第11号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

■３月定例会
号 件              名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派

議
　
案

4 三郷市道路線の廃止について 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
5 三郷市道路線の変更について 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
6 三郷市道路線の認定について 可決 ○※ ○ ○ ○ ○

7 職員の特殊勤務手当に関する条例及び三郷市消防職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○

8 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○

9 三郷市手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○

10 三郷市廃棄物の処理及び再利用並びに資源物の持ち去り防止に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○

11 三郷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
12 三郷市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
13 三郷市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ × ○

14 三郷市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営等に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○

15 三郷市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
16 三郷市生産緑地地区の区域の規模に関する条件を定める条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
17 三郷市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
18 令和２年度三郷市一般会計補正予算（第12号） 可決 ○※ ○ ○ × ○
19 令和２年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
20 令和３年度三郷市一般会計予算 可決 ○※ ○ ○ × ○
21 令和３年度三郷市国民健康保険特別会計予算 可決 ○※ ○ ○ × ○
22 令和３年度三郷市介護保険特別会計予算 可決 ○※ ○ ○ × ○
23 令和３年度三郷市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○※ ○ ○ × ○
24 令和３年度三郷市上水道事業特別会計予算 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
25 令和３年度三郷市公共下水道事業特別会計予算 可決 ○※ ○ ○ × ○
26 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○
27 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

議
員

提
出 28 三郷市議会会議規則の一部を改正する規則 可決 ○※ ○ ○ ○ ○
請
願 1 安心・安全の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書を国に提出することを求める請願書 不採択 ×※ × × ○ ×

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ（7）岡庭　明、菊名　裕（議長）、市川　文雄、加藤　英泉、柳瀬　勝彦、柴田　吾一、渡邉　雅人

政志会（5） 篠田　進、武居　弘治、佐藤　裕之、
佐々木　修、野村　浩之

公明党（5） 酒巻　宗一、中野　照夫、鈴木　深太郎、
佐藤　睦郎、鳴海　和美

日本共産党（4） 稲葉　春男、工藤　智加子、佐藤　智仁、深川　智加
市民派クラブ（1）村上　香代子

審議結果と賛否

○＝賛成　×＝反対
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議会へ市民市民のの声声

議会に関する議案を可決（議員提案）

議案第28号
三郷市議会会議規則の一部を改正する規則

　女性をはじめとする多様な人材の議会への参画を促す環境整備、
並びに請願に係る押印規定の見直しを図るためのものです。

▽（第139条）請願の記載事項
　これまで請願書の提出には、請願者の押印を
必須としていましたが、「署名又は記名押印」と
改正し、署名のみでも可能とするほか、従来の方
法でも提出できるようにしました。

※�この組合は、三郷・草加・越谷・八潮・吉川市及び松
伏町で組織し、し尿処理場、ごみ処理場の設置及び
その管理に関する事務を共同処理するものです。

（加藤英泉議員と酒巻宗一議員は継続）

議会あれこれ

改正理由

▽（第２条及び第91条）欠席の届け出
　議員の本会議（及び委員会）の欠席理由について、「傷病、その他の
事故」を「公務、傷病、育児、看護、介護、配偶者の出産補助その他のや
むを得ない事由」に改正し、より具体的に例示するものとしました。
　また、議員が出産のために出席できないときは、「出産予定日の６
週間（多胎妊娠の場合にあっては14週間）前の日から当該出産の日
後８週間を経過する日までの範囲内において」、期間を明らかにし
て欠席届を提出できるようにしました。

主な改正内容

固定資産評価審査委員会委員の
選任に同意しました。

●鈴
すず

木
き

 昌
まさ

夫
お

 氏（彦江一丁目）
●浅

あさ

賀
か

 正
まさ

行
ゆき

 氏（高州一丁目）

人事案件

東埼玉資源環境組合議会議員の選挙東埼玉資源環境組合議会議員の選挙

※固定資産評価審査委員会とは
　土地や建物の登録された価格（評価額）につい
ての不服を審査し、決定するための中立的な機
関です。委員は、市民・市税の納税義務者または
学識経験者の中から、議会の同意を得て市長に
選任されます。

　市民要望としての請願が３月定例
会に１件提出されました。結果をお知
らせします。

請願第１号
安心・安全の医療・介護の実現と国民
のいのちと健康を守るための意見書
を国に提出することを求める請願書

請願者
東京民医連労働組合勤医会支部みさと
分会　　執行委員長　大野　正和�氏

ほか５団体

審議結果　不採択

佐
さ

藤
とう

 裕
ひろ

之
ゆき

 議員指名推選
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きらりとひかる田園都市みさと

市議会って　　？ 　市議会は地方自治法により設置が義務づけさ
れており、市民から直接選挙で選ばれた議員で
構成された合議体で、市の意思決定機関です。何何

議員ってどんな人なの？
　地方自治とは、地域のことはその地域に住む人たちが
自ら考え、自ら決めることです。地方自治を進めるには、
話し合いが必要ですが、住民が会議など話し合いの場に
直接全員で参加するのは現実的に難しいことです。
　そこで、住民全員での話し合いが難しいのであれば、
みんなで住民の代表を選び、選ばれた代表の人たちで話
し合いをしようという考え方が出てきます。

　地方議会とその構成員である議員とは、住民が選挙に
よって選ぶ住民の代表であり、主に議会という場で住民
の代わりに、住民のために話し合って地域のことを決め
る仕事を担います。このプロセスは、間接民主制といい、
同じく選挙で選ばれる市長とともに二元代表制の一翼
を担い、まちづくりを推進します。

議員の仕事って何をするの？
　議員の仕事というと、議会が開かれている間、本会議
に出席して議場で発言する姿を想像しますが、議員の仕
事は議場での活躍にとどまりません。議会が担う２つの
機能である、行政監視機能と政策立案機能を発揮するこ
とが議員の仕事です。
　議会において、議員は質疑・質問という手段で執行機
関の考えや各種事業の実施や検討などの状況を明らか
にし、事業が適切に行われているかをチェックし、自身
が描く政策や考えを執行機関に伝え、その実現を求めた
りします。
　また、執行機関の説明を聞き、疑問点があれば質疑を
して回答を求めるといった審議を経たうえで、議案につ
いて賛成または反対の意思を表明します。このように議

会の開催に直接参画する活動が議員の仕事の中核とな
ります。
　さらに議員は議会が開かれているとき以外も、自治
体の施策や事業・制度を学び運営状況や現場を取材し、
他自治体の先進事例を調査研究するといった研鑽が必
要です。また、住民から相談を受けたり、意見や要望
があればそれを聞きに行きます。住民から得た情報が自
身の政策に反映され、それが議会の意思に反映されれば、
それは行政にも反映されていきます。
　このように、地方自治のプロセスの起点のひとつとし
て、議員が自身の政策メニューを形づくるための材料と
して、調査や研究をしていくことも議員の重要な仕事と
いえます。

市議会って何？

議員はどうやって選ばれるの？
選挙権と被選挙権―――――――――――――――――
　選挙権とは、議員を選ぶ権利（資格）のことです。満
18歳以上で、引き続き３か月以上、当該市町村の区域
内に住所がある日本国民は、その市町村、また、その市
町村が属する都道府県の議会の議員の選挙で投票する
ことができます。市町村長と都道府県知事についても同
じです。
　一方、議員として選ばれる権利（議員になれる資格）は、
選挙される権利なので、被選挙権といいます。地方議会（市
町村、あるいは市町村が属する都道府県）の議員の被選挙
権は満25歳以上で、引き続き３か月以上、当該市町村の
区域内に住所がある日本国民に与えられます。議員になれ
るのは、最も多くの票を得た人から順に、議員定数に達す
るまでの順位の人です。ただし、法定得票数以上の票を得
ることが必要です。法定得票数は、白票などの無効票を除
いた有効投票数を議員定数で割った数の４分の１です。

次回の三郷市議会議員選挙の「投票日」は
令和３年７月11日です。忘れずに投票しましょう。

議員の定数――――――――――――――――――――
　地方議会の議員は、地方自治法により、条例で定める
こととしています。三郷市議会の現在の定数は条例によ
り24名です。
議員の任期――――――――――――――――――――
　地方議会の議員の任期は４年です。任期満了ごとに行
われる地方議会の議員の選挙のことを一般選挙といい
ます。また、任期途中で欠員が生じた場合に行われる選
挙のことを補欠選挙といい、選挙で当選した議員の任期は
前任者の残任期間となります。任期が満了すれば議員は議
員でなくなりますが、任期満了前に辞職する場合、議会の
許可が必要です。三郷市においては、現職議員の任期
満了日は、令和３年８月10日です。
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議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は議会活動に触れることができる最も身近な
方法です。本会議や委員会では直接市民生活に関わる議
論が交わされています。市政への理解を深めていただく
ためにも傍聴をしてみませんか。

問い合わせ　議会事務局　　☎048(930)7768

令和３年６月定例会の予定表

月日 曜日 会議別

５月31日 月
本会議

６月２日 水

６月３日 木 委員会

６月８日 火

本会議
（一般質問など）

６月９日 水

６月10日 木

６月11日 金

※�正式には、市長の招集告示を受け、議
会運営委員会を経て、開会日の本会議
で決定します。

次回の６月定例会は５月31日（月）午前10時に開会予定です。

議会を傍聴しませんか

手話通訳により傍聴する様子手話通訳により傍聴する様子

新型コロナウイルス感染防止のために
　現在、新型コロナウイルス感染防止のため、傍聴をされるかたは、入場前に手指の消毒及びマスク
の着用にご協力をお願いしております。また、大変恐れ入りますが、体調がすぐれない（発熱、咳が
ある等）場合は、傍聴をお控えいただけますよう、ご理解のほどお願いいたします。

議会傍聴Ｑ＆Ａ
Ｑ．議会はいつ傍聴できますか。
Ａ．�議会は３月・６月・９月・12月に開催されます。
　　詳しい日程は議会事務局にお問い合わせください。

Ｑ． 議会を傍聴したいのですが、どのような手続きをす
るのですか。

Ａ．�本会議は原則として、どなたでも傍聴ができます。
通常は午前10時から会議が開かれますので、７階
傍聴席入口で氏名・住所を記入してから傍聴してく
ださい。なお、委員会の傍聴は委員長の許可が必要
となりますので、６階議会事務局で受付します。

Ｑ．子どもと一緒に傍聴したいのですが。 
Ａ．�お子さんの傍聴も可能です。小さなお子さんは保護
者の同伴が必要です。

Ｑ．車椅子でも、議会の傍聴はできますか。
Ａ．車椅子のかたのためのスペース（３席）があります。�

Ｑ．三郷市議会では手話による傍聴は可能ですか。
Ａ．�傍聴の際に手話通訳または要約筆記を希望されるか
たは、傍聴希望日のおおむね14日前までに議会事
務局までお申し込みください。

傍聴のルール
⑴騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり、迷惑となるような行為をしないでください。
⑵みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないでください。
⑶携帯電話・カメラ・録音機等は使用できませんので、電源をお切りください。
⑷飲食または喫煙をしないでください。
⑸その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害となるような行為をしないでください。
　この他にも、傍聴をされるかたは、議長、係員の指示に従ってください。
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明るい街
主婦　40代　中央在住

　数年前に都内から三郷市に越して
きましたが、まず始めに思ったこと
が、街灯がとても少ないことです。
都内に比べたら少ないのは仕方ない
ことですが、それにしても少ない気
がします。地方の山間部ではなく、
こんなに交通の便、立地が良い街な
のでもっと増やしてはと思います。
　夜は暗くて怖いので自転車や徒歩
では出歩かないようにしています。
市内でも、犯罪の話を時たま耳にし
ます。そういう話を聞くと余計に夜
道は不安になります。
　もっと明るくなれば、犯罪の抑止
にも繋

つな

がるのではないでしょうか。
今後、この街がそのようになってい
くのを期待しています。

空き家の有効利用を
自営業　20代　谷口在住

　生まれてからずっと三郷に住んで
います。
　昔に比べて空き家が増えたような
気がしています。近隣の市では空き
家を活用した事業がいろいろと出て
きているのですが、三郷でもなにか
しらのかたちで空き家を有効活用で
きたら、三郷市がもっと明るくなる
と思います。
　若い人に安く貸してみたり、小さ
な店舗をつくったり、物作りの工房
にしたり、そんなことができると地
域の活性化につながり、若者も興味
を持てるのではないかと考えます。
　コロナウイルスの影響で夜間、外
に出なかったとしてもどこか明かり
の灯

とも

っている場所があれば優しくな
れる気がして。
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この議会だよりは地球にやさしい再生紙と植物油インクを使用しています。

三郷市役所にもタケノコが！三郷市役所にもタケノコが！


